
子どもサインに気付き地域で支える心のケア

令和8年度

要保護児童対策地域協議会実務者会議（全体会議）

参加費

無料

講 演

V

【会場】タワーホール船堀 ５階大ホール

・要保護児童対策地域協議会 構成機関

・子育てに興味のある一般の方
※お子様のご参加はご遠慮ください。

江戸川区児童相談所「はあとポート」相談課事業係

TEL ０３ー５６７８ー１８１０

11月13日(金)9：30～11：30

お問い合せ

【対象】

令和8年

困った子どもは
本当は困っている子ども

【講師】

小平 雅基 先生
（総合母子保健センター愛育クリニック小児精神保健科部長）

【経歴】
1998年 山梨医科大学卒業後、同大学精神神経学教室に入局。
2000年 国立精神・神経センター国府台病院（現 国立国際医療研究

センター国府台病院）児童精神科レジデント。
2002年 国府台病院の児童精神科常勤医師として勤務。
2013年 総合母子保健センター愛育病院小児精神保健科医長。
2015年 総合母子保健センター愛育クリニック小児精神保健科部長

となり現在に至る。

子どもの健やかな育ちを守るために、私たち周囲の
大人が気付くべきサインや、地域・医療・支援機関
がどのように連携していけばよいのかについて、
専門的な視点からわかりやすくお話しします。

詳細・申し込み方法

江戸川区PRキャラクター
エドリバー
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